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◆物価高騰への対応、市民
や事業者を

　支援！補正予算を審査

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

◆常任委員会
　４つの委員会を開催しました

▲コパルで綱登り、よいしょ！よいしょ！

６ 月
定例会



33億7,132万円 を可決

補 正 予 算

　
　
　
約
１
億
９
０
０
０
万
円
の

事
業
債
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

国
か
ら
の
交
付
税
措
置
を
考
慮
す

る
と
、
今
後
の
市
の
負
担
は
ど
の

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

歳
入
（
一
般
会
計
）

�

３３
億
７
１
３
２
万
円

　
国
や
県
か
ら
の
支
出
金
や
市

債
の
発
行
な
ど
に
よ
り
、
市
の

歳
入（
収
入
）を
増
額
し
ま
す
。

委
員

程
度
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
交
付
税
措
置
が
あ
る

起
債
は
約
１
億
５
３
０
０
万
円
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
約
４
７
０
０
万

円
が
交
付
税
と
し
て
算
入
さ
れ
る

た
め
、
将
来
的
な
市
の
負
担
額
は

約
２５
％
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
タ※
１
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
の

財
政
部
長

消
防
団
加
入
促
進
事
業

�
２
０
０
万
円

　
減
少
傾
向
に
あ
る
消
防
団
員

の
確
保
の
た
め
に
Ｐ
Ｒ
動
画
を

制
作
し
、加
入
を
促
進
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
市
民
か
ら
の
強
い

要
望
や
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

導
入
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
内
の

大
学
と
事
前
に
意
見
交
換

　
移
動
環
境
の
向
上
と

脱
炭
素
型
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
図

る
た
め
、
山
形
駅
な
ど

の
主
要
な
交※
３
通
結
節
点

や
、
多
く
の
人
が
訪
れ

る
施
設
や
大
学
な
ど
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル
を
設
置
し
ま
す
。

委
員

交
通
政
策
室
長

な
ど
を
行
い
、
学
生
の
需
要
が
高

い
と
の
話
を
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
の
需
要

も
高
い
と
聞
い
て
お
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
を
進
め

る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
山
形
市

地
域
公
共
交
通
計
画
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
Ｍ※
４
ａ
ａ
Ｓ
導
入

方
針
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル
と
適
切
に
連
携
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
　
　
導
入
す
る
電
動
ア
シ
ス
ト

付
自
転
車
の
耐
用
年
数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
一
般
的
に
、

バ
ッ
テ
リ
ー
の
耐
用
年
数
は
５
年
、

自
転
車
本
体
の
耐
用
年
数
は
１０
年

と
さ
れ
て
い
る
。

委
員

交
通
政
策
室
長

活
用
な
ど
、
動
画
の
発
信
手
法
の

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｒ
動
画

の
制
作
で
は
、
市
内
在
住
の
動
画

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
想
定
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
も
精
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

制
作
の
段
階
だ
け
で
な
く
、
広
く

発
信
す
る
場
面
で
も
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
力
を
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
効
果
的
な
発
信
方
法
は
、

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
活
用
な

ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

消
防
本
部
総
務
課
長

地
域
公
共
交
通
計
画
推
進
事
業

（
コ※
２

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

導
入
事
業
）

�

２
６
８
９
万
円

　
　
　
賄
材
料
費
増
額
の
算
定
根

拠
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
３

月
・
４
月
分
と
３
年
３
月
・
４
月

分
の
園
児
１
人
あ
た
り
の
賄
材
料

費
を
比
較
す
る
と
、
３
歳
児
以
上

で
８
％
か
ら
９
％
程
度
、
３
歳
未

満
児
で
６
％
程
度
上
昇
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
物
価
上
昇
分

も
見
越
し
て
１０
％
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
。

市
立
保
育
所
給
食
費
負
担
軽
減

事
業�

８
７
２
万
円

　
食
材
費
が
高
騰
す
る
中
で
も

保
護
者
の
負
担
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
な
く
給
食
を
提
供
す
る
た

め
、
賄
ま
か
な
い材
料
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

６月の主な補正予算
一般会計 ３３億７，１３２万円

●新型コロナウイルスワクチン接種事業
　�  ９億３，７６５万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業
　�  ４億９，００２万円
●地域活性化プレミアム付電子商品券事業
　�  ３億２，８０４万円
●子育て世帯生活支援特別給付金給付事業
　�  ２億２，５７５万円
●農作物生産資材等価格高騰対策支援事業
　�  １億７３７万円

●霞城公園整備事業　�  ９，１６５万円

●観光誘客促進プレミアム付宿泊券事業
　�  ９，７９６万円

●運送事業者支援給付金給付事業　�  ８，２９８万円

▲仙台市が導入しているコミュニティサイクル

速やかな実施と速やかな実施と
対応するため、市民や事業者を支援対応するため、市民や事業者を支援

※１　ターゲティング広告…過去に閲覧したＷｅｂページなどの情報を基にして、利用者に適した広告を表示すること。
※２　コミュニティサイクル…‌�自転車の貸出・返却が可能なサイクルポートを街なかに複数設置することで、短距離移動を目的とした公共交通を補強する都市交通システム。
※３　交通結節点…鉄道やバス、タクシー、自転車など複数の交通手段の接続が行われる乗り換え拠点のこと。
※４　ＭａａＳ…‌�ＩＣＴを活用して、飛行機や電車、バスなどの複数の交通手段の接続をスムーズにすることで、移動の際の不便さ、複雑さを解消する新たな「移動」の

概念のこと。Mobility as a Serviceの略称。
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サ※
１
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等

進
出
支
援
金
の
詳
細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
外
企
業

が
、
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｑ
１
内
の
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
設
置
し
た
場
合
、
支
援

金
と
し
て
、
１
社
に
１
０
０
万
円

を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
の
概

要
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
の
基
幹
シ
ス

テ
ム
と
外
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
及
び

進
出
支
援
事
業

�

３
０
９
８
万
円

　
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｑ
１
内
に
テ

レ
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
し
、
県

外
企
業
の
進
出
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

文
化
施
設
整
備
室
長

行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化

シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

�

１
１
９
１
万
円

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
や
、
他
自
治
体
と
連
携
し
た

転
出
・
転
入
手
続
き
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
の
た
め
、
申
請
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

委
員

情
報
企
画
課
長

か
ら
の
手
続
き
デ
ー
タ
の
受
け
渡

し
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
個

人
情
報
を
扱
っ
て
い
る
基
幹
シ
ス

テ
ム
に
外
部
か
ら
の
デ
ー
タ
を
直

接
取
り
込
む
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

面
で
危
険
な
状
態
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
申
請
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約

支
援
の
実
績
は
ど
う
か
。
ま
た
、

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
支

援
体
制
を
継
続
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
３
回
目
接
種
時

に
は
２
６
９
８
件
の
予
約
支
援
を

行
っ
た
。
４
回
目
接
種
で
も
同
様

の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
公

民
館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
委
託
職
員
を
１
人
ず
つ
配
置
し
、

予
約
を
支
援
す
る
。
な
お
、
相
談

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
効
果
的
な

人
員
配
置
を
行
い
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

（
４
回
目
分
）

�

３
億
４
９
１
８
万
円

　
６０
歳
以
上
の
方
や
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
へ
の
４
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
、
令
和
４
年
９
月

ま
で
に
完
了
さ
せ
ま
す
。

委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
長

　
　
　
個
別
勧
奨
の
対
象
者
数
は

ど
う
か
。
ま
た
、
通
知
の
際
に
ど

の
よ
う
な
資
料
を
送
付
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
通
知
の
対
象
者

は
約
９
９
０
０
人
で
あ
り
、
案
内

文
書
や
国
が
作
成
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
送
付
し
て
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
勧
め
る
と
と
も
に
、

個
別
勧
奨
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を

説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

子※
２
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
個
別
勧
奨
事
業

�

３
８
９
５
万
円

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
機
会
を
逃

し
た
方
へ
の
時
限
的
な
接
種
が

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者

へ
接
種
の
勧
奨
を
行
い
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

　
　
　
賄
材
料
費
増
額
の
算
定
根

拠
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
３

月
・
４
月
分
と
３
年
３
月
・
４
月

分
の
園
児
１
人
あ
た
り
の
賄
材
料

費
を
比
較
す
る
と
、
３
歳
児
以
上

で
８
％
か
ら
９
％
程
度
、
３
歳
未

満
児
で
６
％
程
度
上
昇
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
物
価
上
昇
分

も
見
越
し
て
１０
％
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
。

市
立
保
育
所
給
食
費
負
担
軽
減

事
業�

８
７
２
万
円

　
食
材
費
が
高
騰
す
る
中
で
も

保
護
者
の
負
担
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
な
く
給
食
を
提
供
す
る
た

め
、
賄
ま
か
な
い材
料
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

▲国が作成した個別勧奨のリーフレット

6月補正予算 一般会計総額

新型コロナウイルスワクチン接種の新型コロナウイルスワクチン接種の
原油価格や物価の高騰へ原油価格や物価の高騰へ

※１　サテライトオフィス…企業や団体の本社・本拠から離れた場所に設置されたオフィス。
※２　子宮頸がん予防ワクチン…‌�小学６年生から高校１年生相当の女子を対象として定期接種が行われている。ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）

が原因で発症する感染症であるため、ＨＰＶワクチンともいう。3
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こ
の
た
び
の
補
正
で
、
ど

の
く
ら
い
事
業
が
進
展
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
屋
内
多
目
的

コ
ー
ト
４
面
と
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

８
面
の
う
ち
、
屋
内
多
目
的
コ
ー

ト
全
て
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
１
面
の

改
修
は
令
和
３
年
度
に
実
施
済
み

で
あ
る
。
４
年
度
当
初
は
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
３
面
の
改
修
を
予
定
し

て
い
た
が
、補
正
後
は
、残
り
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
を
含
む
全
て
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工
芝
改
修

事
業�

４
４
７
５
万
円

　
国
の
交
付
金
の
内
示
を
受
け

て
、
西
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

改
修
事
業
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　
制
度
内
容
が
複
雑
で
あ
る

が
、
申
請
の
方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
申
請
書
と
出
荷
を
証

明
す
る
書
類
に
加
え
て
、
栽
培
面

積
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
が
、
面

積
は
市
が
農
地
台
帳
で
確
認
す
る
。

農
協
以
外
へ
出
荷
し
て
い
る
方
に

も
周
知
す
る
た
め
、
仲
卸
業
者
な

ど
に
周
知
を
行
い
、
で
き
る
限
り

簡
便
に
申
請
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

　
　
　
仙
台
市
と
の
連
携
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
が
出
展

す
る
ブ
ー
ス
と
隣
り
合
わ
せ
に
な

る
よ
う
に
主
催
者
に
依
頼
し
て
お

農
作
物
生
産
資
材
等
価
格

高
騰
対
策
支
援
事
業

�

１
億
７
３
７
万
円

　
肥
料
な
ど
の
生
産
資
材
が
高

騰
し
て
い
る
た
め
、
支
援
を
行

い
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

仙
山
連
携
に
よ
る
台
南
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業�

１
２
５
万
円

　
仙
台
市
と
連
携
し
て
、
台
南

市
で
開
催
さ
れ
る
国
際
ト
ラ
ベ

ル
フ
ェ
ア
に
出
展
し
、
観
光
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員

観
光
戦
略
課
長

は
、
校
舎
や
体
育
館
を
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
補
正
に
伴
う
景
観
形
成
の

推
進
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和

４
年
度
の
申
請
数
は
現
時
点
で
２８

件
で
あ
る
。
補
正
を
行
う
こ
と
で
、

申
請
者
の
約
８
割
の
方
に
対
す
る

補
助
が
可
能
と
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

景
観
重
点
地
区
景
観
形
成
事
業

費
補
助
金�

２
３
０
７
万
円

　
国
の
交
付
金
の
内
示
を
受
け

て
、
山
寺
・
蔵
王
温
泉
地
区
へ

の
景
観
形
成
推
進
の
た
め
の
補

助
金
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
な
み
デ
ザ
イ
ン
課
長

　
　
　
既
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
施
設
か
ら
、
職
員
の
業
務

負
担
軽
減
の
効
果
は
報
告
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
休

園
が
増
え
て
い
る
中
で
、
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
保
護
者
へ
の
一
斉
連

絡
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
業
務

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

委
員

保
育
育
成
課
長

ス
マ
ー
ト
農
業
実
装
事
業

�

４
１
４
１
万
円

　
農
業
機
械
の
自
動
化
や
営
農

管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
で
、

ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
践
し
ま
す
。

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
内
容
と
補
助

対
象
の
件
数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
保
育
に
関
す
る

記
録
、
園
児
の
登
園
・
降
園
管
理

に
関
す
る
機
能
、
保
護
者
と
の
連

絡
に
関
す
る
機
能
の
３
つ
の
機
能

を
満
た
す
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
補

助
の
要
件
で
あ
り
、
希
望
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
今
回
は
１１
施
設

か
ら
補
助
へ
の
要
望
が
あ
っ
た
。

保
育
所
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

�

８
２
５
万
円

　
感
染
症
対
策
と
保
育
士
な
ど

の
業
務
負
担
軽
減
の
た
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
に
取
り
組
む
保
育
所
な

ど
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

保
育
育
成
課
長

　
　
　
モ
デ
ル
地
区
を
選

定
し
て
事
業
を
実
施
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
事
業
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
水
稲
や
大
豆

を
大
規
模
に
耕
作
す
る
モ

デ
ル
地
区
の
農
業
者
に
ス

マ
ー
ト
農
機
や
営
農
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
導

入
エ
リ
ア
と
未
導
入
エ
リ

ア
の
デ
ー
タ
を
比
較
・
検

証
す
る
こ
と
で
、
ス
マ
ー

ト
農
業
を
導
入
し
た
場
合

の
農
作
業
の
効
率
化
の
度

合
い
を
実
証
す
る
も
の
で

あ
る
。

委
員

農
政
課
長

り
、
台
南
市
の
方
々
に
、
山
形
市

と
仙
台
市
は
一
体
の
観
光
地
で
あ

る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
プ
ー
ル
の
使
用
時
期
を
迎

え
る
が
、
対
応
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
壊
れ
た

プ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
既
に
撤
去
し
て

お
り
、
プ
ー
ル
は
安
全
に
使
用
で

き
る
が
、
プ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
あ
っ

た
ト
イ
レ
や
更
衣
室
な
ど
の
機
能

第
七
中
学
校
プ
ー
ル
ハ
ウ
ス

改
築
事
業�

２
１
２
３
万
円

　
令
和
３
年
度
の
豪
雪
で
プ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
屋
根
が
崩
落
し
た

こ
と
か
ら
、
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

委
員

学
校
施
設
整
備
室
長

▲農業用ドローンなどスマート農業で省力化と生産性向上を

▲観光地の魅力的な景観形成を推進
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改
修
を
完
了
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
工
事
期
間
中
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
利
用
は
可
能
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
工
事
を
行
っ
て

い
な
い
コ
ー
ト
や
、
改
修
が
完
了

し
た
コ
ー
ト
を
開
放
し
な
が
ら
工

事
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

太
陽
光
発
電
・
地
中
熱
利
用

空
調
設
備
導
入
事
業
費
補
助
金

�

９
０
０
万
円

　
物
価
の
高
騰
な
ど
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
意
欲

が
減
退
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

補
助
件
数
を
拡
充
し
ま
す
。

　
　
　
こ
の
た
び
の
補
正
で
、
ど

の
く
ら
い
事
業
が
進
展
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
屋
内
多
目
的

コ
ー
ト
４
面
と
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

８
面
の
う
ち
、
屋
内
多
目
的
コ
ー

ト
全
て
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
１
面
の

改
修
は
令
和
３
年
度
に
実
施
済
み

で
あ
る
。
４
年
度
当
初
は
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
３
面
の
改
修
を
予
定
し

て
い
た
が
、補
正
後
は
、残
り
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
を
含
む
全
て
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工
芝
改
修

事
業�

４
４
７
５
万
円

　
国
の
交
付
金
の
内
示
を
受
け

て
、
西
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

改
修
事
業
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　
物
価
の
高
騰
に
よ

る
意
欲
の
減
退
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
補
助
金
額
の
増

額
が
よ
り
効
果
的
と
考
え

ら
れ
る
。
制
度
設
計
も
含

め
た
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
カ※

ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に

向
け
て
、
補
助
件
数
を
拡

充
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
に
向
け
て
、

補
助
金
額
の
増
額
の
必
要

性
な
ど
、
他
市
の
状
況
も

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

委
員

環
境
部
長

▲令和４年度中に改修される西公園テニスコート

表
彰
状
の
伝
達

　
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰

を
受
け
た
次
の
議
員
に
対
し
て
、

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
議
員
１５
年
以
上
在
職
】

　
　
　
川
口　
充
律　
議
員

　
　
　
菊
地
健
太
郎　
議
員

　
　
　
中
野　
信
吾　
議
員

　
　
　
武
田　
　
聡　
議
員

　
　
　
佐
藤
亜
希
子　
議
員

▲表彰状の伝達を受ける議員 ▲受彰者を代表してあいさつする川口充律議員

　令和４年４月１８日に、山形市南部児童遊戯施設（愛称：シェルターインクルーシブプレイス　コパル）が
オープンしました。
　コパルは、べにっこひろばの混雑解消と、市南部への児童遊戯施設の整備への要望に応えるために、すべ
ての子どもたちが「生きる力を育む、未来の遊び場」として整備されました。
　また、子育て支援センターを併設しているほか、体育館を夜間に市民へ開放することで、市民の健康増進
と地域交流の活性化を図ることも目的としています。

市南部に児童遊戯施設を整備
～「シェルターインクルーシブプレイス　コパル」がオープン～市政トピックス

 生きる力 
　好奇心や感性を大事にし、自ら考える力を育てます
 地域共生 
　山形の自然と文化に触れながら、地域みんなで交流の場を築きます
 インクルーシブ 
　その人らしさを尊重し、ともに遊び、学ぶ環境をつくります

■コパルが掲げる３本の柱

※インクルーシブとは…
　‌�性別や年齢、人種・国籍の違い、障がいの有無など、異なる背景や特性をもつ人々が互い
を認め合い、生きることを指します。

※　カーボンニュートラル…‌�温室効果ガスの排出を全体としてゼロとすること。排出を完全にゼロとするわけではなく、排出量から吸収量と除去
量を差し引いた合計をゼロとすることを目指している。
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常任委員会

総 務
産業文教

厚 生
環境建設 ４つの委員会を開催しました

　
　
　
生
徒
数
の
今
後
の
推
移
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
数
と

必
要
な
教
室
数
の
今
後
の
推
移
を

確
認
し
て
い
る
。
令
和
１０
年
度
ま

で
に
必
要
な
教
室
数
は
１８
教
室
で

あ
る
が
、
今
回
の
増
築
で
最
大
２０

教
室
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
生
徒
数
の
増

加
に
も
十
分
対
応
可
能
な
計
画
と

な
っ
て
い
る
。 教

育

第
九
中
学
校
校
舎
増
築
建
築

工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

委
員

学
校
施
設
整
備
室
長

▲生徒数の増加が見込まれる第九中学校

定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
各
メ
ー
カ
ー
の

車
種
は
、
大
き
さ
や
排
気
量
に
若

干
の
違
い
は
あ
る
が
、
メ
ー
カ
ー

や
車
種
が
限
定
さ
れ
る
入
札
要
件

に
は
し
て
い
な
い
。
入
札
で
購
入

先
を
決
定
し
て
い
る
が
、
結
果
的

に
１０
台
全
て
が
同
一
社
製
の
車
両

と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
山
岳
救
助
な
ど
、
大
型
車

両
が
進
入
で
き
な
い
場
所
で
の
救

助
の
た
め
、
小
型
の
高
規
格
救
急

自
動
車
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
大
型
車
両
が
進

入
で
き
な
い
場
所
で
の
救
急
活
動

は
、
救
助
隊
と
消
防
隊
、
救
急
隊

が
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。
導

入
の
必
要
性
や
他
市
の
状
況
な
ど

も
含
め
て
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

救
急
救
命
課
長

委
員

救
急
救
命
課
長

菅
沢
荘
で
は
、
山
形
市
社
会
福
祉

事
業
団
の
理
事
会
で
承
認
を
受
け

た
後
、
令
和
４
年
２
月
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
定
員
増
加

の
認
可
申
請
を
行
っ
て
お
り
、
手

続
き
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
条

例
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
今
回
の
入
札
の
結
果
、
本

市
の
高
規
格
救
急
自
動
車
は
全
て

同
一
社
製
の
車
両
と
な
る
が
、
入

札
要
件
で
メ
ー
カ
ー
や
車
種
が
限

消

防

高
規
格
救
急
自
動
車
を
購
入

委
員

▲市民の命を救う高規格救急自動車

　
　
　
当
初
予
定
し
て
い
た
特
別

教
室
棟
の
南
側
で
は
な
く
、
西
側

に
増
築
す
る
理
由
は
ど
う
か
。
ま

た
、
増
築
す
る
５
教
室
の
割
り
振

り
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
室
か

ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
見
渡
せ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
た
た
め
、
西
側
に
建
築
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

１
学
年
あ
た
り
約
５
ク
ラ
ス
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
増
築
す
る
５

教
室
に
は
１
学
年
分
を
割
り
振
る

予
定
で
あ
る
。

委
員

学
校
施
設
整
備
室
長

福

祉

　
　
　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
一
部
を
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
転
換
す
る
ま
で

の
手
続
き
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
菅
沢
荘

も
含
め
た
３
事
業
所
か
ら

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
転
換
に
応
募
が
あ
り
、

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
全

て
の
事
業
所
を
選
定
し
た
。

菅
沢
荘
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
入
所
定
員

を
変
更

委
員

長
寿
支
援
課
長
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ウェブサイト で 検索山形市議会　会議録

ウェブサイト で 検索山形市議会　政務活動費

　政務活動費とは、議員が市政の課題や市民の意
思を把握し、それらを市政に反映させるために行
う調査研究活動に要する経費に対し、山形市議会
政務活動費の交付に関する条例に基づき交付する
ものです。
　本市議会では、平成２８年度分以降の政務活動費
収支報告書を市議会ウェブサイト内で公開してい
ます。
　また、令和元年度分からは、収支報告書に加え、
領収書などの写しも個人情報などを除
いて公開しております。
　詳しくは山形市議会ウェブサイトを
ご覧ください。

　山形市議会では、本会議や委員会などの議論の記
録を、発言したことをそのまま記載する「全文筆記」
で作成しています。
　会議録は「山形市議会　会議録検索システム」‌
ウェブサイトでご覧いただくことができます。キー

ワード検索もできますので、
気になる単語でぜひ検索し
てみてください。

　ウェブサイトをご覧になれない場合は、議会事務
局内での閲覧も可能です。閲覧をご希望の方は、議会
事務局までご連絡ください。☎０２３（６４２）８４０４

政務活動費収支報告書や政務活動費収支報告書や
領収書などを公開しています領収書などを公開しています 議論の記録を議論の記録を

全文筆記でご覧になれます全文筆記でご覧になれます

２つの特別委員会を開催しました
まちづくり・有害鳥獣対策特別委員会防災対策特別委員会

　令和４年５月２７日に、消防本部庁舎と西消防署
庁舎の現地視察を行いました。
　初めに、西消防署庁舎で、平成２４年に完成した
施設の概要の報告を受けた後、各車両が配備され
ている車庫や、大規模災害の発生に備えて設けら
れた自家用給油取扱所などを視察しました。また、
仮眠室や出動準備室など、出動までの動線なども
確認しました。
　その後、消防本部庁舎へ移動し、昭和４７年に完
成した施設の現状を確認しました。
　また、６月２２日に開催された防災対策特別委員
会では、現地視察を行い見えてきた消防本部庁舎
の今後の課題解決に向けた意見交換を行い、執行
部と議会の認識の共有化を図りました。
　今後は、先進地視察などを行い、課題解決へ向
けた調査と研究を進めていきます。

　令和４年５月１６日に、高瀬地区で実施している
有害鳥獣対策の現地視察を行いました。
　高瀬地区は市内でも有害鳥獣の被害が多く発生
している地域で、サルの大型捕獲檻やイノシシの
囲い檻、ワイヤーメッシュ柵などの活用状況を確
認しました。当日は、地区の鳥獣被害対策実施隊
の方々からも参加していただき、被害の現状や対
策の実施状況などの説明を受け、課題に対する認
識を深めました。
　また、６月２２日に開催されたまちづくり・有害
鳥獣対策特別委員会では、執行部から、七日町周
辺の御殿堰を活用したまちづくりの取り組みや、
国の補助を活用した民間施設の建て替え事業の報
告を受け、現状や課題の把握を行いました。
　今後は、先進地視察などを行い、課題解決へ向
けた調査と研究を進めていきます。
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　６月定例会で審議された請願は、継続審査中の１件と新たに提出された４
件です。陳情は４件が新たに提出され、継続審査中の１件を審査し、４件を
配付しました。各委員会での審査結果は以下の通りです。

請願・陳情

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
願

第
４
号（
３
）

継　
続

新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落
の対策を求めることについて 遠藤　吉久

阿曽　　隆 産業文教 継続審査山形地方農民連
会長　吉田吉弘

第
２
号（
４
）

新　
規

令和４年度水田活用の直接支払交付金の
見直しに関することについて

斎藤　武弘
折原　政信
伊藤　香織
高橋　公夫
今野　誠一
佐藤　秀明
石澤　秀夫

産業文教 採　択
山形農業協同組合
代表理事組合長　岡㟢輝明　ほか３名

第
３
号（
４
）※

新　
規

「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見‌
書」を政府に送付することを求めることについて 佐藤亜希子 総　務 継続審査山形民主商工会
会長　佐藤　弘　ほか２名

第
４
号（
４
）

新　
規

「水田活用の直接支払交付金」の見直しを中止し、
すべての農家への支援策強化を求めることについて 阿曽　　隆 産業文教 採　択山形県農民連
会長　小林茂樹

第
５
号（
４
）※

新　
規

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を
求める意見書」提出について 阿曽　　隆 産業文教 継続審査山形県労働組合総連合
議長　勝見　忍　ほか１名

陳　
　
　
　
情

第
２
号（
４
）

継　
続

新型コロナワクチンに関するリスク情報の
周知について 厚　生 不採択
石山　健

第
３
号（
４
）

新　
規

女性トイレの維持及びその安心安全の確保に
ついて

総　務 配付のみ女性スペースを守る会－ＬＧＢＴ法案におけ
る『性自認』に対し慎重な議論を求める会－
共同代表　飯野香里　ほか３名

第
４
号（
４
）

新　
規
コロナ感染拡大防止策に関することについて 厚　生 配付のみ
津田紳二

第
５
号（
４
）

新　
規

国民の祝日「海の日」を７月２０日に固定化
する意見書の提出を求めることについて 総　務 配付のみ海事振興連盟
会長　衛藤征士郎

第
６
号（
４
）

新　
規

沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を
求める意見書の提出を求めることについて 総　務 配付のみ辺野古を止める！全国基地引き取り緊急連絡会
代表　漆山ひとみ

（※印は意見陳述が行われたものです。）

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わせ
ください。
　なお、９月定例会で審査される請願・
陳情の締め切りは、９月５日（月）です。

☎０２３（６４２）８４０４

９月８日（木）
　　～１０月３日（月）

９月定例会の日程
（予定）

　
６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
国
か
ら
令
和
４
年
度
の
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し

が
示
さ
れ
、
今
後
５
年
間
に
一
度

も
水
張
り
を
行
わ
な
い
水
田
に
対

意
見
書
（
要
旨
）

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

し
て
は
補
助
金
の
交
付
対
象
水
田

か
ら
除
外
す
る
と
し
た
方
針
に
つ

い
て
、
現
場
で
は
大
き
な
混
乱
が

生
じ
て
お
り
、
耕
作
放
棄
地
、
離

農
者
の
増
加
、
食
料
自
給
率
の
低

下
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
多
年
生
作
物
に
対
す
る

支
援
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
不

安
が
拡
が
っ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
減
反
政
策
の
下
で

主
食
用
米
か
ら
の
作
付
転
換
に
協

力
し
、
戦
略
作
物
の
生
産
拡
大
に

取
り
組
ん
で
き
た
経
過
が
あ
り
、

農
家
へ
の
打
撃
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
つ
い
て
は
、
作
付
転
換
を
進
め

て
き
た
生
産
者
並
び
に
産
地
の
努

力
に
報
い
る
た
め
、
適
切
か
つ
万

全
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
強
く

要
望
す
る
。

１　
こ
れ
ま
で
の
産
地
の
取
り
組

み
や
経
緯
と
地
域
実
態
を
踏
ま
え
、

運
用
の
見
直
し
及
び
関
連
施
策
の

拡
充
を
図
る
こ
と
。

２　
交
付
対
象
水
田
を
畑
地
化
し

た
場
合
に
あ
っ
て
も
、
土
地
利
用

型
の
営
農
形
態
で
も
生
産
者
の
所

得
が
減
少
せ
ず
意
欲
を
も
っ
て
生

産
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
中

山
間
地
域
対
策
な
ど
の
地
域
政
策

の
観
点
も
含
め
て
、
畑
作
物
の
再

生
産
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

３　
多
年
生
作
物
（
牧
草
）
の
交

付
金
が
削
減
さ
れ
た
場
合
、
賃
借

料
や
土
地
改
良
水
利
費
の
負
担
が

大
き
く
な
り
、
生
産
の
縮
小
が
懸

念
さ
れ
る
。
輸
入
乾
牧
草
の
価
格

高
騰
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
生
産
の
維
持
・
拡
大
に
向
け

た
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
。

４　
自
給
率
が
低
い
戦
略
作
物
、

農
産
物
に
対
す
る
交
付
金
・
支
援

策
を
充
実
さ
せ
、
す
べ
て
の
農
業

経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と
。

　
固
定
資
産
評
価
員
に
、
樋ひ

口ぐ
ち

潤じ
ゅ
ん

士じ

氏
（
現
資
産
税
課
長
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　
５
人
の
任
期
が
６
月
３０
日
で
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

　
井い
の 

上う
え　
弓ゆ
み 

子こ　
　
氏

　
粕か
す 

谷や　
真み
ち 

生お　
　
氏

　
今こ
ん 

野の　
健け
ん 

一い
ち　
　
氏

　
坂さ
か 

本も
と　
弘ひ
ろ 

子こ　
　
氏

　
諸も
ろ 

橋は
し　
哲て
つ 

郎お　
　
氏

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に

同
意

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
委
員
の
選
任
に
同
意
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議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第２号

水田活用の直接支払交付金の見直しに関する意見書の提出について
　内容は８ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第４１号 令和４年度山形市一般会計補正予算
　内容は２ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第４２号 令和４年度山形市一般会計補正予算
　内容は２ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第４３号
令和４年度山形市農業集落排水事業会計補正予算
　平成２８年度から令和２年度までの消費税の修正申告が必要となったことから、所要額
を計上するものです。

可決
（全会一致）

議第４４号 高規格救急自動車の購入について 同意
（全会一致）

議第４５号 工事請負契約の締結について（山形市立第九中学校校舎増築建築工事） 同意
（全会一致）

議第４６号 工事請負契約の締結について（市道楯山停車場立谷川線道路橋整備工事（上部工）） 同意
（全会一致）

議第４７号
山形市市税条例等の一部改正について
　地方税法等の改正に伴い、住宅ローン控除制度の延長や固定資産税の課税標準の特例
措置の見直しなど、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第４８号

山形市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の
一部改正について
　総務省令の改正に伴い、企業の本社機能を移転・拡充する事業に対する固定資産税の
特例措置を延長するものです。

可決
（全会一致）

議第４９号 山形市特別養護老人ホーム条例の一部改正について
　菅沢荘の短期入所の入所定員を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第５０号 令和４年度山形市一般会計補正予算
　内容は２ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第５１号 山形市固定資産評価員の選任について
　内容は８ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議第５２号 山形市情報公開・個人情報保護審査会委員の選任について
　内容は８ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

報第１号 専決処分の承認について（令和３年度山形市一般会計補正予算）
　起債の借入限度額の変更に伴う予算措置をしたものです。

承認
（全会一致）

報第２号 専決処分の承認について（山形市市税条例等の一部改正について）
　地方税法および同法施行令の改正に伴い、所要の改正をするものです。

承認
（全会一致）

報第３号 専決処分の承認について（山形市国民健康保険税条例の一部改正について）
　地方税法および同法施行令の改正に伴い、所要の改正をするものです。

承認
（全会一致）

議決議案一覧（６月定例会）

※議第４１号は６月９日に議決。その他の議案および議会案は６月２７日に議決。
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山
形
市
文
化
創
造
都
市
推
進

基
本
計
画
の
基
本
的
施
策
で
掲
げ

る
「
文
化
に
よ
る
社
会
的
包
摂
」

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

Q

　
　
や
ま
が
た
秋
の
芸
術
祭
で
、

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
参
加

で
き
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会
な

ど
を
実
施
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

ま
ち
を
歩
く
こ
と
で
誰
で
も
自
然

A

に
文
化
芸
術
に
触
れ
ら
れ
る
機
会

を
創
出
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
通

じ
て
、在
り
方
を
探
求
し
て
い
く
。

　
　
自
主
上
映
を
行
う
団
体
な
ど

へ
の
助
成
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、
活

動
の
促
進
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
事

業
で
の
支
援
な
ど
の
ほ
か
、
や
ま

が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
Ｑ
１
に
は
自
主
上
映
可
能

な
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
継

続
、
改
善
す
る
こ
と
で
、
活
動
促

進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
の
講
座
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
意
識

を
啓
発
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
各
事
業
主
へ
、
職
場
で
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向
け
た
啓
発

を
行
い
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
職
場
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
な
ど
に
向
け
て
、

研
修
講
師
の
派
遣
も
行
っ
て
い
る
。

必
要
に
応
じ
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も

作
成
す
る
な
ど
、
認
識
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
パ※

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
多
様
性
を
尊

QA

QA

Q

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
対
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
６
月
定
例
会
で
は
、
６
月

１４
日
と
１５
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

※‌�

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　令和４年６月定例会の一般質
問の模様は、「山形市議会イン
ターネット議会中継」サイトに
て配信中です。
　インターネットによる配信で
は、各議員の一般質問の内容全
てをご覧いただくことができま
す。
　また、生中継での配信も行っ
ておりますので、次回の令和４
年９月定例会開催
時には、ぜひご活
用ください。

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

す
べ
て
の
子
ど
も
に

居
場
所
の
あ
る
学
校
を

松ま
つ
井い　
　
愛あ
い

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

※　パートナーシップ制度…性的マイノリティの方などが、お互いを人生のパートナーとして相互に協力し合う関係を自治体が証明するなどの制度。
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民
生
委
員
法
の
規
定
で
は
、

市
長
に
民
生
委
員
の
職
務
の
指
揮

監
督
権
限
が
あ
る
。
民
生
委
員
の

負
担
軽
減
に
向
け
、
市
の
裁
量
で

職
務
内
容
の
見
直
し
や
整
理
な
ど

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
と
協
議
を
行
い
、
業
務
の

見
直
し
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

引
き
続
き
、
民
生
委
員
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
業
務
状
況
の
把
握
や

負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

　
　
福
祉
協
力
員
が
地
域
福
祉
の

中
核
と
し
て
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
と
さ
ら
な
る
地
域
貢
献
を
考
慮

し
て
、
活
動
費
を
増
額
し
て
は
ど

QAQ

重
す
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
当
事
者
を
支
え
て
ほ

し
い
が
、
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
全
国
で
統
一
し
た
取
り
扱
い

が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

各
自
治
体
な
ど
の
動
き
を
注
視
し

な
が
ら
、
当
事
者
の
声
を
聞
き
、

実
態
把
握
に
取
り
組
み
、
制
度
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
障
が
い
者
が
合
理
的
配
慮
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
な
ど
に
、
た

め
ら
わ
ず
相
談
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
障
が
い
福
祉
課
と
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
相
談
対
応
を
し
て
い

る
ほ
か
、
地
域
の
身
近
な
窓
口
と

し
て
障
が
い
者
相
談
員
を
配
置
し

て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　
小
・
中
学
校
で
の
男
女
混
合

名
簿
の
導
入
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
小
学
校
は
全
３６
校
で
、
中
学

校
は
１５
校
中
１４
校
で
、
出
席
簿
や

指
導
要
録
が
男
女
混
合
名
簿
と

な
っ
た
。
残
り
の
１
校
も
令
和
５

年
度
か
ら
導
入
す
る
予
定
で
あ
り
、

引
き
続
き
、
多
様
性
を
認
め
合
う

教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
地
域
住
民
な
ど
と
連
携
し
た

不
登
校
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
の

状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
適※

応
教

室
「
風
」
を
小
学
１
年
生
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
指
導
員
数
と
子
ど
も
の
安
全

確
保
、
活
動
場
所
な
ど
の
課
題
か

ら
、
適
応
教
室
「
風
」
で
の
、
低

学
年
児
童
に
合
わ
せ
た
支
援
の
実

施
は
困
難
で
あ
る
。
校
内
で
の
居

場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
学
校
の

情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、
在
り
方

を
研
究
し
て
い
く
。

AQ

AQ

AQ

A

う
か
。

　
　
福
祉
協
力
員
を
委
嘱
し
て
い

る
山
形
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
引

き
続
き
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、

福
祉
協
力
員
の
活
動
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
活
動
内
容

や
活
動
費
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援

の
取
り
組
み
の
現
状
と
今
後
の
推

進
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
　
避
難
場
所
の
設
定
や
移
動
方

法
な
ど
の
課
題
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。
今
後
、
国
の
個
別
避
難
計

画
作
成
モ
デ
ル
事
業
報
告
書
な
ど

を
参
考
に
、
個
別
避
難
計
画
の
作

成
促
進
や
、
実
効
性
の
高
い
個
別

計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
認
知
症
の
家
族
介
護
者
が
仕

事
と
介
護
を
両
立
す
る
に
は
、
手

厚
い
支
援
が
必
要
と
な
る
が
、
本

市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

相
談
窓
口
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す

る
と
と
も
に
、
家
族
介
護
者
と
接

す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
対
象
に
、

傾
聴
力
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
向
け
た
研

修
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
認
知
症

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
令
和

５
年
度
に
開
設
す
る
な
ど
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　
　
本
市
が
目
指
す
地
域
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
、
自
治
推
進
委

員
を
は
じ
め
と
し
た
、
地
域
で
福

祉
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
が
重
要

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
育
成
に

取
り
組
む
の
か
。

　
　
住
民
や
企
業
向
け
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、

認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
普
及
し

て
い
く
。さ
ら
に
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
地
域
で
の
活
躍
の
た
め
、

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
を
拠
点
と
し

た
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
声
掛
け
や
、

付
き
添
い
な
ど
の
具
体
的
な
支
援

を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る

ほ
か
、
幅
広
い
地
域
福
祉
の
担
い

手
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
認
知
症
を
隠
さ
ず
と
も
、
地

域
が
明
る
く
支
え
、
誰
も
が
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
山
形
市
地
域
福
祉

計
画
を
実
現
す
る
決
意
は
ど
う
か
。

　
　
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
支
え
合
い
活

動
を
推
進
し
な
が
ら
、
誰
も
が
役

割
と
生
き
が
い
を
持
ち
、人
と
人
、

人
と
社
会
が
つ
な
が
り
支
え
合
っ

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
、よ
り
一
層
進
め
て
い
く
。

AQAQ

AQA

QA

認
知
症
を
支
え
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

▲認知症サポーターの証、オレンジリング

▲空き教室を利用した校内での居場所づくり

鈴す
ず
木き　
　
進す
す
む　（

新

翔

会
）

※　適応教室「風」…‌�総合学習支援センター内にある、「学校に行きたいけど行けない」などの困り感を持つ小・中学生の自立と学校復帰を支援
するための教室。小学４年生以上を対象とする。
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国
は
、
保
育
所
の
入
所
手
続

き
な
ど
、
子
育
て
や
保
育
分
野
の

手
続
き
を
優
先
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン

化
す
べ
き
と
し
て
い
る
が
、
本
市

Q

で
の
導
入
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
入
所

申
し
込
み
は
、
４
年
１０
月
か
ら
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。
ま

A
　
　
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
と
蔵
王

温
泉
の
発
展
の
た
め
、
市
民
ス

キ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
制
定
や
、
ス
ノ
ー

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
集
約
し
た
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
蔵
王
温
泉
地
区
や
競
技
団
体

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
令
和
４

年
度
に
策
定
予
定
の
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
中
で
検
討
し

て
い
く
。

　
　
県
か
ら
の
依
頼
と
出
資
で
整

備
し
た
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
県
内
唯
一

の
国
際
公
認
の
４
０
０
ｍ
ス
ケ
ー

QAQ

た
、
令
和
４
年
度
中
に
児
童
手
当

な
ど
の
申
請
も
可
能
と
な
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
観
光
地
の
回
遊
性
向
上
と
脱

炭
素
・
環
境
負
荷
の
軽
減
の
た
め
、

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
や
超
小
型
電
気
自

動
車
な
ど
の
シ※
３
ェ
ア
型
マ
ル
チ
モ

ビ
リ
テ
ィ
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
４
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

イ
ク
ル
導
入
に
向
け
て
、
山
形
駅

や
山
寺
な
ど
へ
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー

ト
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
他
の
車
両
の
導
入
も
研

究
し
て
い
く
。

　
　
住
所
変
更
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
る
若
年
層
の
た
め
、
高
校
や

大
学
な
ど
に
出
向
き
、
理
解
促
進

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
と

し
て
進
学
や
就
職
に
伴
う
手
続
き

に
活
用
で
き
る
た
め
、
大
学
や
高

校
と
連
携
し
て
、
周
知
啓
発
や
申

請
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
電
子
図
書
館
の
運
営
は
書
籍

購
入
費
や
シ
ス
テ
ム
管
理
費
な
ど

の
費
用
面
が
課
題
と
な
る
が
、
山

形
連
携
中
枢
都
市
圏
で
共
同
で
運

営
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
単
独
で
の
導
入
を
検
討

QA

QA

QA

ト
リ
ン
ク
で
あ
る
が
、
老
朽
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
県
と
密
接
に

連
携
し
、
整
備
の
方
向
性
を
示
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
県
は
、
４
年
度
に
屋
内
ス

ケ
ー
ト
場
の
在
り
方
を
検
討
す
る

と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
市
の

考
え
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
協
議

を
進
め
て
い
く
。

　
　
蔵
王
温
泉
の
宿
泊
客
と
、
市

中
心
街
の
宿
泊
客
が
気
軽
に
双
方

を
行
き
来
で
き
る
無
料
バ
ス
の
運

行
実
証
事
業
な
ど
、
産※
１
学
官
金
が

連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
で
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
を
通
し
た
蔵
王
の
観
光
振
興
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
四
季
を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
世
界
に
誇
る
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
と
な
る
よ
う
に
、
令
和
４

年
中
に
設
立
予
定
の
Ｄ※
２
Ｍ
Ｃ
を
中

心
と
し
て
、
蔵
王
温
泉
や
交
通
事

業
者
と
も
連
携
し
な
が
ら
観
光
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
竜
山
ゲ
レ
ン
デ
付
近
へ
の
ト

イ
レ
設
置
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
た
め
、
ス
キ
ー
場
の
運
営

な
ど
と
複
合
化
し
た
施
設
の
整
備

を
進
め
、
誰
も
が
ト
イ
レ
を
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
竜
山
ゲ
レ
ン
デ
付
近
の
ト
イ

レ
で
不
便
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
ト
イ
レ
だ
け
で

な
く
ス
キ
ー
場
の
運
営
に
必
要
な

機
能
も
備
え
た
複
合
的
な
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
は
、
蔵
王
温
泉
ス

キ
ー
場
の
再
生
に
も
つ
な
が
る
た

め
、
地
元
関
係
者
と
協
議
し
な
が

ら
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

　
　
常
設
の
排
雪
場
は
西
部
の
須

川
沿
い
２
カ
所
の
み
で
あ
る
が
、

北
東
部
に
も
冬
季
間
当
初
か
ら
排

雪
場
を
開
設
し
、
地
域
間
の
排
雪

の
不
均
衡
を
是
正
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
北
東
部
に
も
常
設
の
排
雪
場

を
設
置
す
る
こ
と
は
、
排
雪
作
業

の
効
率
化
に
伴
う
費
用
負
担
の
軽

減
や
、
不
均
衡
の
是
正
な
ど
に
つ

な
が
る
た
め
、
馬
見
ヶ
崎
川
市
球

技
場
前
左
岸
排
雪
場
の
常
設
に
向

け
て
、
河
川
管
理
者
と
協
議
・
検

討
し
て
い
く
。

　
　
町
内
会
・
自
治
会
で
の
一
斉

除
排
雪
作
業
へ
の
報
償
金
が
よ
り

利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う

に
、制
度
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
３
年
度
の
大
雪
で
、
現
在
の

一
斉
除
排
雪
作
業
報
償
制
度
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
改
善
に
向
け
て
、

報
償
金
の
増
額
や
支
払
い
方
法
、

報
告
書
の
添
付
書
類
の
簡
素
化
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

AQA

QAQ

AQA

通
年
利
活
用
で
き
る

蔵
王
の
観
光
振
興
策
を
！

時
勢
に
即
し
た
市
政
運
営
を

加
速
せ
よ

▲市民スキーＤＡＹの制定を
荒あ
ら
井い　
拓た
く
也や
（
緑

政

会
）

井い
の
上う
え　
和か
ず
行ゆ
き

（
新

翔

会
）

※１　産学官金…産業界（民間企業）、学校（教育・研究機関）、官公庁（国・地方公共団体）、金融機関の四者。
※２　ＤＭＣ…豊富な地域の知識を活かして、観光資源を有効活用したイベントやツアーを企画する会社。Destination Management Companyの略称。
※３　シェア型マルチモビリティ…‌�さいたま市が実証実験を行っている複数の交通手段を多くの人と共有する制度。専用アプリを用いて、電動アシスト付

自転車や超小型電気自動車などの貸出・返却場所の検索や利用予約、代金決済までの一連の手続きを行うことができる。
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国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
が
配
信
す
る
糖
尿
病
リ
ス
ク

予
測
ツ
ー
ル
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
リ
ン
ク
表
示
す
る
ほ
か
、
特
定

健
診
の
受
診
案
内
や
結
果
票
に
二

次
元
コ
ー
ド
を
表
示
す
る
こ
と
で
、

活
用
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
糖
尿
病
の
予
防
啓
発
に
有
効

で
あ
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
リ
ン
ク
を
張
り
、
市
民
に
周
知

す
る
。
ま
た
、
二
次
元
コ
ー
ド
化

と
活
用
方
法
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
５０
歳
以
上
の
３
人
に
１
人
が

８０
歳
ま
で
に
帯
状
疱
疹
に
罹
患
す

る
状
況
で
あ
る
が
、
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
を
実
施
し

QAQ

し
て
い
る
が
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
せ
る
共
同
運
営
も
、
各

市
町
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
　
ペ※
１
リ
ネ
イ
タ
ル
・
ロ
ス
を
経

験
し
た
方
へ
の
相
談
窓
口
や
情
報

提
供
な
ど
、支
援
体
制
は
ど
う
か
。

　
　
専
用
の
相
談
窓
口
は
な
い

が
、
対
象
の
方
に
は
、
個
別
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
市
の

状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
情
報

提
供
の
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
半
郷
清
掃
工
場
の
跡
地
へ
、

屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
や
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
な
ど
の
複
合
施
設

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
建
物
の
建
設
が
制
限
さ
れ
て

い
る
部
分
も
あ
る
た
め
、
跡
地
の

活
用
方
法
は
検
討
中
で
あ
る
。
な

お
、
ス
ケ
ー
ト
場
整
備
の
方
向
性

は
県
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
若

者
向
け
の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設

は
、
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ア
ウ
ト
ド
ア
人
気
で
好
評
な

古
竜
湖
キ
ャ
ン
プ
場
の
さ
ら
な
る

誘
客
拡
大
を
図
る
た
め
、
バ※
２
イ
オ

ト
イ
レ
の
設
置
や
付
近
一
帯
の
整

備
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｗ
ｉ−
Ｆ
ｉ
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
ほ
か
、
ト
イ
レ
の
整
備

手
法
や
接
続
す
る
遊
歩
道
の
整
備

な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
働
き
方
の
多
様
化
な
ど
に
伴

う
保
育
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
る
た
め
、

民
間
学
童
保
育
の
設
立
や
運
営
に

対
し
て
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
保
育
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
の
実

態
な
ど
を
調
査
し
、
民
間
団
体
の

活
用
や
支
援
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

て
は
ど
う
か
。

　
　
免
疫
力
の
低
下
が
原
因
で
発

症
し
、
高
齢
者
の
罹
患
率
が
高
い

傾
向
か
ら
、
高
齢
化
社
会
で
注
意

が
必
要
な
感
染
症
と
捉
え
て
お
り
、

助
成
の
先
行
事
例
を
調
査
し
て
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全

性
な
ど
も
含
め
、
引
き
続
き
調
査

検
討
し
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
に
悩

む
方
を
支
援
す
る
た
め
、
新
型
コ

ロ
ナ
後
遺
症
相
談
窓
口
の
設
置
と
、

多
方
面
と
連
携
し
た
取
り
組
み
の

推
進
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
県
の
実
態
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
市
医
師
会
や
医
療
機
関
な

ど
と
相
談
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
後
遺

症
相
談
窓
口
を
含
め
た
後
遺
症
相

談
・
診
療
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
す
べ
て
の
母
親
が
希
望
を
持

ち
育
児
に
取
り
組
め
る
環
境
整
備

の
た
め
、
リ※
３
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
の
母
子
手
帳
で
は
、
低

出
生
体
重
で
出
産
し
た
際
の
記
録

項
目
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
活
用
で
個
々
の
成
長
に

寄
り
添
っ
た
記
録
と
な
る
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
。
先
進
事
例
を
参

考
に
、
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
特
設
窓

口
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

や
除
去
費
用
へ
の
補
助
制
度
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ

く
届
出
窓
口
で
あ
る
建
築
指
導
課

で
、
各
制
度
の
担
当
課
と
の
連
絡

調
整
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
他
市
の
先
進
事
例
を
調
査

研
究
し
、
事
業
効
果
の
あ
る
補
助

制
度
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
町
内
会
・
自
治
会
で
道
路
の

除
排
雪
を
行
う
場
合
の
実
施
報
告

書
を
簡
素
化
す
る
と
と
も
に
、
報

償
金
を
増
額
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
令
和
３
年
度
の
大
雪
で
、
現

在
の
一
斉
除
排
雪
作
業
報
償
制
度

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
報
償
金
の
増

額
や
支
払
い
方
法
、
報
告
書
の
添

付
書
類
の
簡
素
化
な
ど
の
改
善
策

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
教
育
現
場
で
の
い
じ
め
問
題

の
現
状
と
ネ
ッ
ト
い
じ
め
へ
の
対

策
は
ど
う
か
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
進
展
も

あ
り
、
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
家
庭
向
け
の
情
報

モ
ラ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
や
、

児
童
生
徒
と
保
護
者
向
け
の
研
修

会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
今
後

も
情
報
の
共
有
と
、
積
極
的
な
指

導
に
努
め
て
い
く
。

AQAQ

AQA

QAQA

市
民
生
活
の

安
全
・
安
心
を
目
指
し
て

▲電子書籍の導入が望まれる市立図書館

▲低出生体重児の保護者へきめ細やかな支援を
折お
り
原は
ら　

政ま
さ
信の
ぶ

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

※１　ペリネイタル・ロス…流産、死産、新生児死亡など、周産期の子どもの喪失のこと。
※２　バイオトイレ…微生物の活動で排泄物を分解することで、水を使用しない、もしくは少量の水で済むトイレ。
※３　リトルベビーハンドブック…低出生体重児を持つ保護者のための手帳で、低出生体重児用の記録媒体となるもの。13

令和4年8月1日／221号令和4年8月1日／221号
やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　
子
育
て
環
境
の
質
の
向
上
や

人
口
減
少
対
策
の
た
め
に
必
要
な

行
政
コ
ス
ト
を
考
慮
し
な
が
ら
地

方
公
共
団
体
の
財
源
を
確
保
す
る

Q

よ
う
に
、国
へ
求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
増
大
す
る
行
政
需
要
を
踏
ま

え
た
内
容
の
充
実
と
予
算
の
増
額

確
保
を
、
全
国
市
長
会
な
ど
を
通

し
て
要
望
し
て
い
る
。
今
後
も
要

A
　
　
桜
田
小
学
校
の
通
学
路
と

な
っ
て
い
る
坂
巻
公
園
西
側
の
線

路
下
を
く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル
は
、
道

幅
が
狭
く
、
非
常
に
危
険
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
危
険

解
消
に
向
け
て
、
近
く
の
雨
水
排

水
用
ト
ン
ネ
ル
を
歩
行
者
専
用
道

路
と
し
て
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
危
険
箇
所
と
し
て
学
校
か
ら

報
告
が
あ
り
、
学
校
や
警
察
、
道

路
管
理
者
な
ど
と
合
同
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域
や

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
安

全
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

雨
水
排
水
用
ト
ン
ネ
ル
は
、
周
辺

の
地
盤
よ
り
も
低
く
、
雨
天
時
に

QA

望
活
動
を
継
続
し
、
地
方
創
生
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

　
　
（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
の
完
成
後
は
、
大
野
目

大
森
線
の
さ
ら
な
る
渋
滞
が
予
想

さ
れ
る
が
、
渋
滞
緩
和
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
大
野
目
大
森
線
の
南
進
車
線

に
右
折
レ
ー
ン
を
設
け
る
な
ど
、

一
部
区
間
の
拡
幅
改
良
や
、
開
発

区
域
内
の
市
道
の
拡
幅
な
ど
、
ア

ク
セ
ス
の
向
上
や
通
行
の
円
滑
化

を
図
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
市
保
健
所
の
職
員
の
健
康
を

守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
全
庁
的
な
応
援
体
制
を
構
築

し
て
お
り
、
他
部
署
か
ら
の
応
援

や
資
格
を
有
す
る
会
計
年
度
任
用

職
員
の
配
置
、
時
差
出
勤
な
ど
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

長
時
間
労
働
の
職
員
に
対
す
る
産

業
医
の
面
接
指
導
や
、
所
属
で
の

職
場
環
境
の
改
善
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

働
く
職
員
の
給
与
は
、
平
成
２６
年

と
令
和
２
年
に
改
定
さ
れ
た
が
、

定
期
昇
給
は
な
い
。
運
営
協
議
会

QA

QA

Q

水
が
集
ま
り
や
す
い
な
ど
、
歩
行

者
の
通
行
に
危
険
を
招
く
恐
れ
も

あ
る
が
、
利
用
の
可
能
性
を
関
係

機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

　
　
桜
田
西
と
片
谷
地
を
つ
な
ぐ

常
盤
橋
の
歩
道
の
拡
幅
に
向
け
た

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
歩
行
者
や
自
転
車
が
安
全
に

通
行
で
き
る
幅
員
を
確
保
し
た
橋

の
整
備
に
向
け
て
、
事
業
主
体
で

あ
る
県
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
小
学
校
敷
地
内
の
屋
外
遊
具

は
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

状
況
や
危
険
性
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
、
屋
外
遊
具
更

新
の
財
源
を
確
保
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
約
２
割
の
遊
具
が
、
使
用
に

注
意
が
必
要
、
ま
た
は
、
け
が
な

ど
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
把

握
し
て
お
り
、
使
用
禁
止
や
撤
去

な
ど
の
事
故
防
止
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
修
繕
は
、
学
校
施
設
全
体

で
緊
急
性
の
高
い
も
の
を
優
先
し

て
実
施
し
て
い
る
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
も
含
め
、
財
源
確
保

策
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
一※

般
国
道
１
１
２
号
山
形
南

道
路
整
備
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
国
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
計

画
段
階
評
価
に
着
手
し
て
お
り
、

１
回
目
の
東
北
地
方
小
委
員
会
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
完
了
し
た
。

現
在
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
寄

せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
の
内
容
分
析

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
市
道
吉
原
４８
号
線
の
西
側
は

西
バ
イ
パ
ス
を
過
ぎ
て
行
き
止
ま

り
で
あ
る
が
、
西
に
延
長
し
、
一

般
国
道
１
１
２
号
山
形
南
道
路
や

国
道
３
４
８
号
と
接
続
さ
せ
て
は

ど
う
か
。

　
　
渋
滞
解
消
へ
の
有
効
性
や
整

備
の
必
要
性
を
検
証
し
な
が
ら
、

国
や
県
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
消
防
団
員
の
確
保
に
向
け
て
、

広
報
や
ま
が
た
へ
団
員
募
集
記
事

を
全
面
的
に
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
表
紙
に
消
防
団
員
の
魅
力
が

伝
わ
る
写
真
を
掲
載
し
、
特
集
記

事
と
し
て
消
防
団
員
の
活
動
を
紹

介
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ

を
行
い
た
い
。

　
　
民
地
で
が
け
崩
れ
が
起
き
た

際
の
復
旧
費
用
に
対
す
る
補
助
制

度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
土
砂
災
害
に
限
ら
ず
、
災
害

が
発
生
、
ま
た
は
、
発
生
し
よ
う

と
し
て
い
る
時
に
は
、
必
要
な
応

急
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。
大
規

模
な
が
け
災
害
対
策
へ
の
補
助
は
、

他
市
の
事
例
も
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
く
。

QAQA

QAQ

AQAQA

積
極
的
な
通
学
路
の

安
全
対
策
を
！

い
ま
こ
そ

人
口
減
少
へ
の
対
策
を

▲危険な通学路となっているトンネル
浅あ
さ
野の　
弥や
す
し史

（
新

翔

会
）

小お

田だ　
賢け
ん
嗣じ
（
令

政

会
）

※　一般国道１１２号山形南道路…一般国道１１２号山形中山道路の南進部分。
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健
康
寿
命
延
伸
の
効
果
も
期

待
で
き
る
本
格
的
な
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
時
点
で
は
、
新
た
な
公
設

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
の
予

定
は
な
い
が
、
施
設
の
利
用
状
況

や
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

民
間
活
力
の
活
用
な
ど
も
検
討
し

て
い
く
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
を
新
設
し
、

関
連
す
る
施
策
を
強
力
に
推
進
す

る
体
制
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
振
興
は

非
常
に
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
部

の
設
置
も
含
め
、
さ
ら
に
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
の
組
織
体
制
を

QAQA

へ
の
委
託
費
増
額
な
ど
、
処
遇
改

善
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
適
時
、
増
額
改
定
を
行
っ
て

い
る
が
、
人
材
確
保
の
た
め
に
は

処
遇
改
善
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員

や
他
自
治
体
の
類
似
施
設
の
給
与

形
態
な
ど
を
調
査
し
、
給
与
水
準

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
安
定

雇
用
と
処
遇
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
特

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
エ※
１
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
勤
務
す
る
保

育
士
の
処
遇
改
善
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
任
用
や
給
与
、
勤
務
条
件
は

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
本
と
し
て

い
る
。
保
育
士
の
処
遇
も
同
様
だ

が
、
経
験
年
数
で
の
さ
ら
な
る
加

算
な
ど
、
改
善
に
つ
な
が
る
運
用

に
努
め
て
い
く
。

　
　
大
岡
山
の
登
山
客
数
は
近
年

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
駐
車
場
と

ト
イ
レ
が
な
く
不
便
で
あ
る
。
登

山
客
に
利
便
性
が
高
い
南
登
山
口

近
く
の
農
地
の
一
部
を
利
用
し
て

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
対
象
地
は
農
地
で
あ
り
、
現

段
階
で
は
整
備
は
困
難
で
あ
る
。

公
共
交
通
で
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利

で
あ
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を

使
っ
た
ル
ー
ト
の
推
奨
な
ど
、
Ｐ

Ｒ
を
工
夫
し
て
い
く
。

　
　
市
内
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

活
用
し
て
、
高
齢
者
の
認
知
症
予

防
対
策
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
高
齢
者
が
集
う
サ
ロ
ン
や
認

知
症
カ
フ
ェ
へ
の
紹
介
、「
生※
２

活

お
役
立
ち
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
へ
の

掲
載
な
ど
、周
知
を
図
っ
て
い
く
。

AQ

A

QA

QA

検
討
し
て
い
く
。

　
　
須
川
流
域
の
浸
水
対
策
に
は
、

堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
が
急
務
と

考
え
る
。
国
へ
対
応
強
化
を
求
め

る
と
と
も
に
、
河
道
掘
削
工
事
で

発
生
し
た
土
砂
を
市
の
事
業
で
積

極
的
に
使
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
河
川
改
修
事
業
の
さ
ら
な
る

加
速
化
を
国
に
要
望
す
る
と
と
も

に
、
河
道
掘
削
は
治
水
安
全
度
を

高
め
る
重
要
な
工
事
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
発
生
し
た
掘
削
土
を
（
仮

称
）
山
形
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
盛

土
材
に
利
用
す
る
な
ど
、
積
極
的

に
受
け
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
新
た
な
建
設
土
砂
集
積
所
の

設
置
を
求
め
る
要
望
は
届
い
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
山
形
県
建
設
業
協
会
な
ど
か

ら
要
望
が
あ
る
。
現
在
、
市
の
公

共
事
業
で
発
生
す
る
建
設
土
砂
は
、

盛
土
材
が
必
要
な
事
業
に
活
用
し

て
い
る
が
、
建
設
土
砂
集
積
所
は

公
共
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

上
で
必
要
な
施
設
で
あ
る
た
め
、

設
置
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
電
気
自
動
車
の
普
及
を
推
進

す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
有
施

設
や
観
光
地
に
最
先
端
の
急
速
充

電
設
備
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
次
世
代
自
動
車
の
普
及
に
は
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
か
ら
、
市
や
事
業
者
で
の
設

置
場
所
の
拡
大
や
、
充
電
設
備
へ

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
可
能
か
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
省
エ
ネ
住
宅
の
普
及
促
進
に

向
け
て
、
設
備
の
性
能
説
明
や
見

積
り
の
相
談
な
ど
、
公
平
な
立
場

で
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
は
が
ど
う
か
。

　
　
建
築
士
会
な
ど
と
連
携
し
て

住
宅
フ
ェ
ア
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
啓
発
活
動

を
行
う
。
ま
た
、
エ
コ
住
宅
講
座

や
住
宅
の
省
エ
ネ
相
談
会
の
開
催
、

省
エ
ネ
住
宅
に
関
す
る
チ
ラ
シ
な

ど
で
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
、
省
エ

ネ
住
宅
の
検
討
や
選
択
を
促
す
た

め
の
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
安
全

な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
市
産

小
麦
を
１
０
０
％
使
用
し
た
パ
ン

を
提
供
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
山
形
県
学
校
給
食
会
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
必
要
な
市
産
小
麦

の
量
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
あ

る
と
の
こ
と
か
ら
、
山
形
県
学
校

給
食
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
切
り
替
え
ら

れ
る
よ
う
に
調
整
を
進
め
て
い
く
。

QAQA

QAQ

AQA

本
格
的
な

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
を

▲自然の中でプレーし、健康寿命延伸を

▲多くの登山客が訪れる大岡山

石い
し
澤ざ
わ　

秀ひ
で
夫お
（
緑

政

会
）

※１　エッセンシャルワーカー…医療、介護、福祉、保育、電気、ガス、水道、物流などの社会のインフラ維持に必要不可欠な労働者。
※２　生活お役立ちガイドブック…‌�平成３０年度から毎年度発行している、家事や買い物などをサポートしてもらいたいと感じた時に役立つ情報が

掲載された冊子。15
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
長

き
に
わ
た
る
戦
い
は
３
年
目
に
入

り
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
発
生
し
、
こ
れ

ら
を
理
由
と
し
た
原
油
価
格
の
高

騰
と
物
価
上
昇
は
、
本
市
の
市
民

生
活
や
事
業
活
動
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
支
援
策
に
対
し
て
、

議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
皆
さ
ま
の
声

を
基
に
、
活
発
な
議
論
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
思
い
が
議
会
報
か
ら

も
伝
わ
る
よ
う
に
、
今
後
も
よ
り

一
層
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
、

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
花
笠
ま
つ
り
も

３
年
ぶ
り
に
街
な
か
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
一

体
と
な
っ
て
、
暑
い
夏
を
盛
り
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

�

広
報
広
聴
委
員　
佐
藤　
清
徳

編
集
後
記

　スマートフォン・タブレットなどで
スマホで視聴できます

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

本会議や予算委員会な
どの模様（生中継・録
画）が視聴できます。
お気軽にご活用くださ
い。

「みちしるべ」が最優秀賞を受賞しました！

山形市議会は花笠まつりに参加します！
　「山形花笠まつり」は、今年で記念すべき６０回目を迎えます。
　新型コロナウイルス感染症の影響のため、令和２年度は開催中止、３年度はきらやかスタジアムでの開
催となったことから、山形市中心市街地での開催は３年ぶりとなります。
　山形市議会は、開催初日である８月５日（金）の第１集団の踊り手として参加します。山形市の花である‌
「ベニバナ」をイメージしたオレンジ色と緑色の浴衣をまとい、花笠まつりを盛り上げますので、ぜひご
覧ください！

と　き　令和４年８月５日（金）～７日（日）
　　　　１８時から
ところ　山形市中心市街地直線コース
内　容　‌�踊り手の間隔を保ち、掛け声を控えるな

ど、新型コロナ対策を徹底して実施。
　　　　９３団体、延べ５，８００人の参加を予定。

■第６０回 山形花笠まつり

▲令和元年度の「山形花笠まつり」の様子

　令和３年５月１日に発行した「みちしるべ」２１６号が、中核市議会議長会第１７回議会報コンクールで最優秀
賞を受賞しました。令和２年度の優秀賞、令和３年度の特別賞に引き続き、３年連続の受賞となります。

　このコンクールは、各中核市が発行する議会広報誌をより一層充実した
ものとするため、情報や斬新なアイデアの共有を図り、議会活性化の一助
とすることを目的に行われております。今回は中核市６２市のうち６０市が参
加し、最優秀賞（１市議会）、優秀賞（２市議会）、特別賞（２市議会）が
表彰されました。
　今後もこの受賞を励みとし、より読みやすく、分かりやすい市議会報の
作成に努めてまいります。

審査員のコメント（一部抜粋）
　全ページカラー化は、明るい印象とともに、市民に親しんでもらえ
ているものと、印象深い。
　また、単なる「だより」ではなく、「みちしるべ」なる名称も、工
夫が見られ、親しみやすさとともに、ぬくもりも感じた。
　さらには、各項目に応じて文字だけでなく写真をうまく取り入れて
いてレベルの高い広報誌との印象を受けた。
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